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1. はじめに 
近年，携帯電話やカーナビからインターネットに接続し，

様々な情報を検索できるようになった．携帯電話やカーナ

ビから検索される情報には，お店や施設，観光情報などユ

ーザの状況に依存したものが多い．例えば街中で携帯電話

を使ってレストランを探す場合には，現在地近辺で開いて

いるお店を探す． 
これまで，場所や時間，端末などの様々な状況に合わせ

て簡単に検索できる状況依存型検索システムが開発されて

いる[1] [2]．例えばレストラン検索サイト「ぐるなび」は，

GPS でユーザの現在位置を取得し，周辺のお店の一覧を絞

り込んで提示する．そして絞り込んだお店に対し，ユーザ

が検索条件（「和食」「個室有り」など）を設定し，さら

にお店を絞り込んでいく． 
状況依存型検索システムは，システムがユーザの状況合

わせて検索条件を自動設定することで，ユーザの検索条件

の設定負荷を軽減している．そのため，携帯電話やカーナ

ビなど操作に制限のある端末上での検索に特に有効である．

しかし，ユーザの状況は時間的に変化しており，状況依存

型検索システムで扱う状況は一定ではない． 
我々は，従来の状況依存型検索には状況の変化に対応で

きない問題があると考えており，この問題を解決する検索

状態引継方式を提案する．本稿では，まず従来の状況依存

型検索の問題点を説明し，その問題点を解決する検索状態

引継方式を提案する．そして提案方式を実現する機構を述

べ，試作したシステムでの動作例を示す． 

2. 従来の状況依存型検索の問題点 
携帯電話やカーナビは移動しながら利用されることが多

いため，例えば，検索している間にも「場所」という状況

が変化していく．またカーナビである程度絞り込んだ後に，

目的地で歩きながら携帯電話で詳細に検索する場合には

「利用端末」という状況が変化する． 
従来の状況依存型検索では，システムが状況に合わせて

絞り込んで提示したコンテンツに対して，ユーザが検索条

件を設定している．ここでユーザの状況が変化すると，新

しい状況に適したコンテンツを提示するため，一度全ての

検索条件をクリアする．ユーザが以前に設定した検索条件

も削除されているため，ユーザは検索条件を再設定しなけ

ればならない． 
図 1 に，レストラン検索において検索途中で現在地が変

化した場合の検索条件設定例を示す．図 1 は，ユーザが大

阪駅周辺でお店を検索していたが，一旦検索を中断し，な

んば駅周辺で検索を再開する例である．ユーザが大阪駅に

いるため，システムは「大阪駅周辺 1.5km 圏内」という検

索条件を自動的に設定し，お店を検索する(図 1(1))．そし

て大阪駅周辺のお店に対して，ユーザが検索条件で「洋

食」「個室有り」「女性に人気」でお店を検索する(図
1(2))．ここでユーザが大阪駅からなんば駅に移動すると，

ユーザがなんば駅にいるにもかかわらず，大阪駅周辺のお

店が検索されていることから，システムは現在の検索条件

が不適当であると判断し，一度検索条件をクリアする．そ

して「なんば駅周辺 1km 圏内」という条件を再設定してお

店を検索し提示する(図 1(3))．このとき，大阪駅でユーザ

が設定した検索条件「洋食」「個室有り」「女性に人気」

は削除されているため，ユーザは同じ検索条件を再設定す

る必要がある(図 1(4))．しかし，このような検索条件の再

設定は，操作性に制限のある携帯電話やカーナビでは非常

に面倒である． 

3. 検索状態引継方式の提案 
前節で述べた検索条件再設定の問題を解決するためには，

状況が変化しても検索条件を引き継ぎ，継続して検索でき

る機能が必要であると考える． 図 2 を用いて継続して検索

する例を示す．図 2 は，ユーザの状況が状況 1 から状況 2
に変わった場合に，状況 1 で設定した検索条件を状況 2 で

も引き継いで利用する様子を示す．状況 2 に変わったとき

に，システムは場所に関する検索条件「大阪駅周辺 1.5km
圏内」を「なんば駅周辺 1km 圏内」に自動的に修正する．

そしてそれ以外の条件「洋食」「個室有り」「女性に人

気」を引継ぎ，検索条件として設定する． 
以上のように検索条件を引き継いで継続的に検索できる

ようにすることで，ユーザは状況が変わっても検索条件を

再設定する必要がなく，簡単に継続して検索できる．そこ

で我々は，継続した検索を実現する検索状態引継方式を提

案する．検索状態引継方式では，検索条件とその時の状況

を記憶しておき，状況が変化した場合も変化前の状況での

検索条件を用いて，検索条件を再設定する．そして，再設

定した検索条件のうち状況変化に対して修正すべき検索条

件を検出し，修正する． 

大阪駅周辺
1.5km圏内

洋食 個室有り 女性に人気

なんば駅周辺
1km圏内

洋食 個室有り 女性に人気

状況変化（大阪駅からなんば駅へ移動）

(1) 自動設定 (2) 手動設定

(3) 自動設定 (4) 再設定が必要

状況１
場所：大阪駅

状況２
場所：なんば駅

 
図 1 従来システムの問題点 

大阪駅周辺
1.5km圏内

洋食 個室有り 女性に人気

なんば駅周辺
1km圏内

状況2
場所：なんば駅

洋食 個室有り 女性に人気

状況に合わせて修正

状況1
場所：大阪駅

状況変化 検索条件を引き継ぐ

状況変化に関連した
検索条件を検出

 
図 2 検索条件引き継ぎの例 
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4. 検索状態引継機構 
前節で提案した方式を実現するための検索状態引継機構

ついて述べる．図 3 に検索状態引継機構の機能構成を示す．

検索状態引継機構は主に検索条件管理機能，条件引継機能，

修正候補抽出機能，状況変化処理ルール DB，修正候補提

示機能から構成される． 
検索条件管理機能は，図 3(A)に示すようにユーザの状況

と検索条件とを関連づけて記憶する． 
条件引継機能は検索条件管理機能から最新の検索条件を

取得する．その際現在のユーザの状況と検索条件に関連付

いたユーザの状況とを比較し，状況の変化を検出する． 
修正候補抽出機能は，条件引継機能で引継いだ検索条件

のうち，状況変化に対して修正すべき検索条件を抽出する． 
図 3(B)に示すように，場所や時間，移動手段（端末）な

ど，様々な状況の変化に対して修正すべき検索条件を対応

付けた状況変化対応ルールを用意する．修正候補抽出機能

は，状況変化に合致するルールを用いて検索条件の中から

修正候補となる検索条件を抽出する． 
さらに，状況変化対応ルールによる修正後の条件（「な

んば駅周辺 1km」「洋食」「個室有り」「女性に人気」）

で検索されるコンテンツ数を求め，コンテンツ数が閾値以

下になる場合は，その要因となる検索条件を修正候補とし

て抽出し，検索結果が少なくなりすぎることを防ぐ．例え

ば「洋食」「個室有り」「女性に人気」 のなかで「洋食」

を削除することでコンテンツ数が閾値以上になる場合は，

「洋食」を修正候補として抽出する． 
修正候補提示機能は，図 3(C)に示すように，条件修正機

能が抽出した修正候補の修正案をユーザに提示し，ユーザ

が修正案を選択すると検索条件を修正する． 
以上の処理で修正した検索条件を用いて再度検索システ

ムにおいてコンテンツを検索する． 

5. システム動作例 
検索状態引継機構を実装し，携帯電話とカーナビの間で

検索条件を引き継げる検索システムを試作した．本システ

ムは，携帯電話で検索していた検索条件をカーナビに引き

継いで，検索を継続できる．検索条件を引き継ぐ際，ユー

ザの状況変化を検出し，ユーザに検索条件の修正候補と修

正案を提示する． 

図 4 にシステムの動作例を示す．図 4 では携帯電話で検

索したあと（図 4 左），車で移動してから引き続きカーナ

ビで検索を開始する（図 4 右）．まず始めに携帯電話上で

ユーザの状況を設定する（図 4(1)）．そして検索を開始し，

ユーザは検索システム上で検索条件を設定する（図 4(2)）． 
その後，ユーザは車に乗って大阪駅近辺に移動し，カー

ナビ上で継続して検索を行う．ユーザの状況は状況 1 から

状況 2 のように変化する（図 4(3)）．するとシステムはユ

ーザの状況変化に対し，現在設定してある検索条件（図

4(2)）のなかでユーザの状況に合わない条件があることを

検出し，ユーザに知らせる（図 4(4)）．図 4 の例では場所

と移動手段（端末）が変化しているため，図 3 のルール 1, 
ルール 3 が適用され，検索範囲に関する条件，駐車場に関

する条件が修正候補となる．システムは，検索範囲に関す

る修正案（図 4(5)），駐車場に関する修正案（図 4(6)）を

ユーザに提示し，検索条件の再設定を促す．以上の処理で

状況変化に対する検索条件の修正が終了し，通常の検索条

件設定画面にもどる（図 4(7)）． 
以上のように，本システムでは，ユーザの状況が変化し

ても，検索条件を引き継げるために簡単に検索を継続でき

る．また，条件を修正する際，システムがどのように条件

を修正するかを確認できるため，従来の状況依存型検索シ

ステムに比べ，検索結果コンテンツに対する納得感が高い

という効果もある． 

6. おわりに 
本稿では，ユーザの状況が変化しても，検索条件を引き

継ぎ，継続して検索できる検索状態引継方式を提案し，試

作システムの動作例を示した．今後は，試作システムを用

いてユーザ評価実験を行い，実際の携帯電話やカーナビで

の検索シーンにおいて本方式の有効性を評価していきたい． 

参考文献 
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検索状態引継機構

ユーザ状況取得

条件引継

修正候補抽出

検索システム

検索条件
管理

(A)

(B)

状況
現在位置：大阪駅，時刻：19:00，移動手段：徒歩

大阪駅周辺
1.5km圏内

洋食 個室有り 女性に人気

場所が変わりましたので検索場所を変
更しませんか？
なんば駅周辺 1kmに変更 変更しない

(C)

検索条件設定

コンテンツ検索

状況変化対応
ルールDB

IF (現在位置が1km以上変化)
THEN (検索範囲（距離）に関する条件を修正)
IF (時刻が2時間以上変化)
THEN (開店時刻に関する条件を修正)

ルール1

ルール2

ルール3 IF (移動手段を車に変更)
THEN (駐車場に関する条件を追加)

修正候補提示

修正候補：
「大阪駅周辺
1.5km圏内」

「なんば駅周辺
1km圏内」

 
図 3 機能構成 

状況1
場所：地下鉄なんば駅
日付：2005年10月20日
時刻：17:30
端末：携帯電話（徒歩）

和食
なんば駅

0.5km圏内
座敷

状況2
場所：大阪駅
日付：2005年10月22日
時刻：18:00
端末：カーナビ（車）

・・
・

検索条件

場所と端末が変わったので，検索する範
囲を設定し直しませんか？

変更する そのまま

大阪駅周辺1.5km圏内で探すと,202件に

絞り込めます．

1.5km圏内で探す 範囲を広げる

この辺りでは駐車場がないところが多いで
す

駐車場は不要 駐車場は必要

設備に関する条件

個室（17) 掘りごたつ（14）

貸し切りOK(9) ２人でも個室OK（6）

和食
大阪駅駅

1.5km圏内
座敷

検索条件

駐車場あり

状況変化
•場所移動
•カーナビで検索

携帯電話 カーナビ(1)

(2)

条件を選択条件を選択

(4)

(5)

(3)

(6)

(7)

条件を選択条件を選択

 
図 4 システム動作例 
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